
〒689－1112　鳥取市若葉台南7丁目1－1
TEL （0857）38－6200（代表）　FAX （0857）38－6210

ホームページ http://www.toriton.or.jp/~t-sgc/ tsgckikaku@pref.tottori.jpE-mail



2 ●鳥取県産業技術センター

●技術に関する相談がある！
「ハイ、各分野の研究員が対応します。」

�技術開発・改善、新商品開発などの課題解決
（3、8ページへ）

●現地で調査や技術指導して
欲しい！

「ハイ、フットワーク良くうかがいます。」

�生産現場等での課題解決、技術移転など（3、8ページへ）

●人材を育て新分野を開拓した
い！

「ハイ、研修事業や講習会を開催します。」

�人材育成事業や育成支援（9ページへ）

●会議室などを使
いたい！

「ハイ、各種設備も整って
います。」

�会議室、実験室
（9、10ページへ）

●製品や材料の試験・
分析をして欲しい！

「ハイ、お気軽にご連絡く
ださい。」

�試験分析、測定、加工など
（8、14、15ページへ）

●試験研究機器を使い
たい！

「ハイ、センターの開放機器を
ご利用ください。」

�計測、分析、試験、測定、加工など
の各種機器（8、11、12、13ページへ）
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●実用的な技術を早く活用した
い！

「ハイ、研究情報をお伝えします。」

�研究成果や技術情報（7、9ページへ）

●研究開発の場所を探してい● る！
「ハイ、身近に技術相談や機器設備が利「 用
できます。」で

��鳥取、米子、境港の各施設の起業化支援室（9ページへ）

研
究
開
発

技術相談 現地指導

施設利用依頼分析 機器利用

研究開発 受託研究・
共 同 研 究

人材育成起業化支援

●開発技術を事業化したい！
「ハイ、皆さんと一緒になって素早く対応し
ます。」

�研究開発のノウハウ（4、5、6、8ページへ）

「こんな時に、どうぞご利用ご利 ください。」



●電気・電子、高分子材料、紙、木材分野●

�応用電子科

�有機材料科

�産業デザイン科

�酒づくり科（境港に所属）

電子・有機素材研究所

【鳥取市若葉台】

TEL 0857-38-6200
FAX 0857-38-6210

●農林水産加工食品、機能性食品、酒・発酵食品分野●

�食品技術科

�応用生物科

�酒づくり科（鳥取に駐在）

食品開発研究所

【境港市中野町】

TEL 0859-44-6121
FAX 0859-44-0397

●その他の分野やご不明な点など●

企画管理部

【鳥取市若葉台】

TEL 0857-38-6200
FAX 0857-38-6210

●機械、金属、無機材料、繊維、エネルギー分野●

�生産システム科

�無機材料科

機械素材研究所

【米子市日下】

TEL 0859-37-1811
FAX 0859-37-1823

3TOTTORI INSTITUTE OF INDUSTRIAL TECHNOLOGY●

「相談窓口はこちらです 」
「どうぞお気軽にご相談ください。」

!

「所長の西本が担当します。」 「所長の柏木が担当します。」

「所長の秋田が担当します。」 「企画室長の門脇が担当します。」

■相談窓口
各所の担当者がワンストップで様々なご相談にお応えしします。
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「ハイ、電子・有機素材研究所です。」

電子機器等に組み込むプリント基板の試作装置で、基板試作期
間が短縮できます。

高温高圧による木材の圧密化処理などができます。

3 次 元 C A D ／
CAMやデジタルタ
イザなどのデジタル
設計ツールを利用し
た製品デザイン手法
の研究開発ができま
す。

プラスチック、紙、木材等の
強度評価ができます。

温湿度サイクル試験をかけながら、振動（加振）試験ができま
す。

微小形状観察や付属分析装置（EDX）を用いた元素分析が可
能です。

◆応用電子科

■プリント基板加工機 ■高温高圧処理装置（圧密加工装置）

■材料強度試験機

■振動試験装置

■走査型電子顕微鏡（SEM）

TEL 0857-38-6206

「電気電子産業分野や有機材料分野における技術の高度化や高付加価値化の支援などの
ご相談にお応えします。」
「強度や雑音などの評価・試験や各種機器の開放を行っています。」

電気電子技術に関する研究・指導や電子製品・部品
等の信頼性評価を行っています。

◆有機材料科 TEL 0857-38-6207

各種有機材料の複合化技術、機能化技術、評価技術
に関する研究・指導を行っています。

◆産業デザイン科 TEL 0857-38-6208

企業の技術を活かした製品の企画・開発や技術支援
に取組んでいます。

●鳥取県産業技術センター

DVD（左）とCD（右）の表面観察画像
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非接触測定による形状評価

「ハイ、機械素材研究所です。」

主軸を高速（300,000min-1）で回転させながら、極小径ドリ
ルにより直径0.1㎜の超微細穴を加工できます。

製品や部品の形状を非
接触に観察及び測定評
価を行う装置で、金属
材料に限らず樹脂成型
品やゴム等を迅速かつ
高精度に評価できます。

めっき・熱処理・表面処理・コーティング材の深さ方向の元素
分布を迅速に分析することができます。

材料表面を高倍率で観
察することができます。
また、エネルギー分散
型（ＥＤＸ）、波長分散
型（ＷＤＸ）検出器に
より元素分析および元
素マッピングを行うこと
ができます。

◆生産システム科

■超微細深穴加工機（プリント基板穴明機） ■グロー放電発光表面分析装置（GDS）

溶液試料中の元素を多元素同時に迅速かつ高精度に分析する
ことができます。

■ ICP発光分光分析装置

■表面形状分析装置（SEM－EDX/WDX）

■形状測定顕微鏡（レーザー顕微鏡）

TEL 0859-37-1811

「機械・金属分野での素材から加工までの「ものづくり技術」に係る技術支援や研究開発
のご相談にお応えします。」
「起業化支援室などを設け、ものづくり分野における起業化を支援しています。」

超精密加工、高精度計測技術などの研究・指導やＩＴ
技術等の活用による生産システム向上にかかる技術支
援を行っています。

◆無機材料科 TEL 0859-37-1811

表面処理技術、新素材応用技術の研究・指導や金属
等無機材料の評価技術・環境リサイクル技術の研究・
指導を行っています。

形状測定顕微鏡の原理と測定例

多彩な3D表示で解析高精度焦点位置検出 測定原理

ICP 発光分光分析装
置は、RoHS、中国版
RoHS などの環境規
制において、公定法と
して認められている分
析装置です。蛍光 X
線分析によるスクリー
ニングの結果、基準値
を超えてしまった試料
の詳細な分析や、排
水などの水質検査に利
用することができます。



ラッキョウ甘酢漬け

ラッキョウ、かまぼこの歯ごたえを評価

水産練り製品との複合加工食品
（ラッキョウ甘酢漬け入りかまぼこ）

物性評価
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「ハイ、食品開発研究所です。」

弾性や粘性などの食
品の物性を測定でき
ます。

培養動物細胞による
食品の機能性を評価
できます。

動物実験により経口
投与での食品の内臓
脂肪蓄積抑制などの
機能性を評価できま
す。

様々な食品、飲料な
どの「味」を測定し、
それを数値化するこ
とにより客観的に評
価できます。

微量成分の分離・分析
や核酸、遊離アミノ酸な
どの成分を測定できま
す。

食品を解凍、殺菌、蒸
煮、乾燥、焼成等がで
きます。

◆食品技術科

■食品物性試験機（クリープメータ）
■動物細胞培養装置

■動物実験室（恒温恒湿飼育装置）

■味覚センサー（味認識装置）

■高速液体クロマトグラフ

■過熱水蒸気
発生装置

TEL 0859-44-6121

類の研究などのご相談にお応えします。」
「高機能開発支援棟を整備し、衛生的な環境での製品の試作や動物実験による機能性食
品 評価 行 」品の評価を行っています。」

農水畜産物等の食品加工技術の研究・指導や食品の
流通保全・品質評価技術の研究・指導を行っています。

◆応用生物科 TEL 0859-44-6121

バイオテクノロジー応用技術の研究・指導や機能性食
品の研究開発・指導、発酵食品の研究・指導を行っ
ています。

◆酒づくり科（鳥取施設駐在） TEL 0857-38-6209

日本酒、ワインなどの酒類の研究・指導を行っていま
す。

ネギ類の特長を活かした複合加工食品の開発

●鳥取県産業技術センター
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圧密化による
高級木材代替品の製造技術

木材の材質改良

成　果

●高強度・高硬度木材の開発

開発品

開発品

研究開発1

圧密装置の操作

比重を高めるこ
とで、高性能な
木材を作ること
が可能

県産材を加工することで、黒檀
や紫檀にまさる質感を得ること
が可能

�スギ圧密材の印材の製造
�各種工芸品への応用
�端材の有効利用
�木製点字プレート

●高級木材代替材の開発

電磁波・音響対策のための
評価技術

電気・電子信号評価

●規格・規制に沿った製品評価

電磁波特性の解析

電波暗室
シールド室

残響室
無響室

�電磁波対策：電気用品・各種部品・ノイズ対策材料
�音 響 対 策：クリーンルーム向け空気清浄機

県産材活用木製防音壁

プリント基板用超微細ドリルの
長寿命化技術

微細ドリルの観察

臭い成分の分析

シャープペンの芯

�環境に優しい植物系の潤滑剤（カル
ナバろう）の開発

�ドリルの寿命が2倍以上（400穴→
1,000穴）実験データ

�穴あけ加工の位置精度が2倍に向上

●超微細ドリル 直径0.1㎜ドリル

●加工用補助
　シート開発

連続鋳造法による
高品質アルミ板材の製造技術

低コスト連続鋳造法

アルミ板材の強度評価

アルミ材の最適熱
処理条件の検討
・加圧力
・熱処理

�製造スピード2倍
�低コスト
�自動車メーカーのフレーム補助
材にサンプルとして検討中

お茶を使った
赤身魚肉の臭いの改善法

新しい加工技術研究開発5 文部科学
省

第60回
注目発明

に選定

文部科学
省

第60回
注目発明

に選定

�特許第2939883号
�畜肉を3割程度加え
ると畜肉風味の魚肉
として利用可能

ウロコからの
コラーゲン100％抽出技術

●魚のウロコから簡便に
　低コストで抽出

コラーゲンの抽出操作

弱アルカリ
処　理

�従来10％程度であった抽出効率がほぼ100％
�抽出方法特許出願中（特願2002－256846）
�健康・美容分野で商品化

ほぼ100％
の抽出物

ウロコ

冷間圧延

連続鋳造機

研究開発2

高品質材料開発研究開発4

水産資源の高付加価値化研究開発6

高精度加工法研究開発3

�お茶を使い、においの原因であ
る脂の酸化を抑制

�さらに、重曹を加えることで、タ
ンパク質のパサパサ感を防止

成　果

成　果 成　果

成　果 成　果

「最近の主な研究成果です。」

「皆さまからの新たな技術開発のご要望などをお待ちしています。」
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（試験分析手数料：１４、１５ページ参照）

（試験研究機器の利用：１１、１２、１３ページ参照）



9TOTTORI INSTITUTE OF INDUSTRIAL TECHNOLOGY●

（施設等のご利用について：１０ページ参照）

【費　　用】　聴講料が一部有料の場合もあります。



10●鳥取県産業技術センター

平成２０年１月１日現在
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平成２０年１月１日現在2.



12●鳥取県産業技術センター

平成２０年１月１日現在2.
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※機器操作指導のご希望には、指導料２,０００円／回を頂きます。

TOTTORI INSTITUTE OF INDUSTRIAL TECHNOLOGY●

平成２０年１月１日現在2.
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平成２０年１月１日現在3.



15TOTTORI INSTITUTE OF INDUSTRIAL TECHNOLOGY●

平成２０年１月１日現在3.
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�鳥取県産業振興機構

�鳥取県産業振興機構
（西部支部）

食品開発研究所

機械素材研究所

電子・有機
素材研究所

企画管理部

企画管理部、電子・有機素材研究所（鳥取施設）

■交通アクセス

◆鳥取空港よりタクシー35分
約3,500円

◆JR鳥取駅よりタクシー15分
約2,000円

◆JR鳥取駅よりバス25分
津ノ井ニュータウン若葉台線：
若葉台南6丁目バス停前
若桜線：若葉台南6丁目バス停前
又は津ノ井ニュータウン入口下車
約400円

�総務担当　�企画室
�応用電子科　�有機材料科　�産業デザイン科

機械素材研究所（米子施設）

■交通アクセス

◆米子空港よりタクシー40分
約5,000円

◆JR米子駅よりタクシー20分
約2,500円

◆JR米子駅よりバス40分
福万行き日下バス停下車徒歩15分
490円

〒689－3522　米子市日下1247　TEL（0859）37－1811／FAX（0859）37－1823

〒684－0041　境港市中野町2032番地3　TEL（0859）44－6121／FAX（0859）44－0397

〒689－1112　鳥取市若葉台南7丁目1－1　TEL（0857）38－6200／FAX（0857）38－6210

�生産システム科
�無機材料科

食品開発研究所（境港施設）

■交通アクセス

◆米子空港よりタクシー10分
約1,400円

◆JR境港駅よりタクシー5分
約900円

◆JR境線上道駅で下車徒歩5分

�食品技術科
�応用生物科
�酒づくり科（鳥取施設駐在）

古紙配合率100％再生紙を使用しています

組織図

食品開発研究所

食 品 技 術 科

応 用 生 物 科

酒 づ く り 科

電子・有機素材研究所

応 用 電 子 科

有 機 材 料 科

産業デザイン科

機械素材研究所

生産システム科

無 機 材 料 科

企 画 管 理 部

総 務 担 当

企　　画　　室

理 事 長

監 事理 事


